
 

『 専門研修⑧ 面接技術研修 』    
◆テーマ ：「中堅・ベテランソーシャルワーカーのための面接技術」 

◇講 師 ：日本福祉大学  田中千枝子 先生 

◇研修日 ：平成 31 年 2 月 23 日（土） 13:30～16:00 

◇会 場 ：日本福祉大学名古屋キャンパス 

◇参加人数：14 名 

 

          

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・SFA を使うに至るまでのケースの捉え方が分かりました。SFA を実際に使いこなせ

るようになるには、訓練が必要だと思ったので、少し業務の中で意識していきたいで

す。 

・日頃行っている実践とてらし合わせながらアセスメントや SFA について具体的に学

ぶことができました。業務の忙しさに流されず、支援の手法として身に付けていきた

いです。 

・Ⅰ・Ⅱに引き続き 3 回目の受講でした。復習、考え方を改めて整理することができ、

医学モデルにとらわれていることなど気づきを与えられました。今回で紹介の方はた

いへんだったのではとも思いました。短時間で濃縮なので。 

・理論はわかっても、事例を、理論を使って理解し循環図にすることがとても難しかっ

た。いくつかの事例をやってみたかった。すごくよかったが、実践が難しそうなので

練習が必要だと思い、また受講したい。 

・なんとなく行っていることがほとんどです。先生の言われる根拠やシステムがなるほ

どできているなと思う部分、できていないなと思う部分、できているがきちんと説明

できない部分など様々でした。経験年数だけが長くなるけれど、技術や知識が置き去

りになるなっていると改めて実感し、両方身に付けなければならないと感じました。 

 

 

面接技術研修を終えて 

                             委員長 前田美都里 

 平成 30 年度最後の専門研修⑧が終了しました。 

 今回も、田中千枝子先生に講師をお願いし、「中堅・ベテランソーシャルワーカーのため 

の面接技術研修」を開催しました。 

 14 名の参加者の方は、初めての参加の方、複数回参加されている方、様々でしたが、 

アンケートからもわかるように、参加された方の満足度はとても高く、ソリューション・ 

フォーカスト・アプローチを学び、実践に活かしたいと考えている方が多いことがわかり 

ました。この研修のねらいでもある、「実践が理論で語れる」ようになることを皆さんが目 

指しているのだと思います。 

 専門研修委員としては、今後も、理論やアプローチに関する学習の機会と、実践への 

展開という点で継続した研修の機会を確保できるよう、研修内容や開催の仕方を検討し 

ていきたいと思います。 

研修に関するご意見や、ご要望をお聞かせください。 

◇アンケート 
コメント紹介◇ 

研修報告 
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